
News  Release      
 

                                      平成２２年５月１４日 

平成 22 年度大学等産学官連携自立化促進プログラム 

「知 的 財 産 活 用 と 企 業 経 営」 について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．日時： 平成２２年５月２４日（月）１３：００～１７：００ 
 

２．場所： サンポートホール高松 第 2小ホール （高松市サンポート 2－1）  
 

３． セミナースケジュール 

13:10～15:20 講演  「四国における知財の実情。知的財産をどのように活かすか」 
     山内 康伸 （香川大学客員教授・弁理士） 
  「知財経営の現状と課題。地域の特色をどのように活かすか」 
   加藤 浩 （日本大学大学院教授・弁理士） 
  「ブランドと意識改革」 
   国重 秀則 （㈱レクザム生産本部知財部長） 
  「企業経営における知的財産活用事例」 
   芥川 勝行 （日亜化学工業㈱取締役法知本部長） 
 
 15:30～16:50  パネルディスカッション「地域活性化・企業経営に活かす知的財産の使い方」 

パネリスト：芥川勝行（日亜化学工業㈱取締役法知本部長）、板原啓文（土佐市長）、

加藤浩（日本大学大学院教授・弁理士）、国重秀則（㈱レクザム生産

本部知財部長）、土取孝弘（㈱テクノネットワーク四国取締役）  

モデレーター：山内康伸（香川大学客員教授・弁理士） 
 

４．参加対象者： 香川大学学生・教職員、企業の知財担当者、地域自治体、一般来場者 など 
 

５．参加費： 無料 
 

６．主催者： 日本弁理士会四国支部、香川大学 
 
     

「四国のプロが語る！具体的な知財経営の中身」 
知的財産の重要性が急速に拡大するなか、企業経営・地域経済活性化に知的財産をどのように活用す

ればよいか―この観点から、大学、企業における知財のプロが知的財産の発掘方法、知的財産を活用す

る方法および活用事例を紹介します。 
講演者には、青色 LED、白色 LED の開発で世界的な地位にある日亜化学工業株式会社 法知本部長の

芥川勝行氏、特許審査官、審判官、政策研究大学院大学を歴任し、現在日本大学大学院教授の加藤浩氏、

香川県内でハイテク技術を武器に最先端の製品を開発、本年度、隆祥産業株式会社から社名変更した株

式会社レクザム 知財部長の国重秀則氏らをお招きします。さらに行政のプロ（土佐市長）を交えたパネ

ルディスカッションにより、地域活性化に知的財産を有効活用する道筋を探ります。 

 問い合わせ先  
 

香川大学 社会連携・知的財産センター 
（永冨、長﨑）

TEL：087-864-2522 FAX：087-864-2549  



知的財産の重要性が急速に拡大する中、企業経営・地域経済活性化に 

知的財産をどのように活用すればよいか。 

この観点から、大学、企業における知財のプロが知的財産の発掘方法、 

知的財産を活用する方法および活用事例を紹介する。 

さらに、行政のプロを交えたパネルディスカッションにより 

地域活性化に知的財産を有効活用する道筋を探る。 
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■ 主 催：日本弁理士会四国支部、香川大学 
■ 後 援：譛四国産業・技術振興センター（STEP）、 譖香川経済同友会、 譛かがわ産業支援財団、  
　 　　　 ㈱テクノネットワーク四国（四国TLO）、香川大学社会連携・知的財産センター技術交流協力会（KING） 

※詳細・申込方法は裏面をご覧ください。 

参加費無料 

「地域活性化・企業経営に活かす知的財産の使い方」 
■パネルディスカッション（15：30～16：50） 

■基調講演（13：10～15：20） 

日亜化学工業株式会社 取締役法知本部長 芥 川  勝 行 氏 
土佐市長 板 原  啓 文 氏 
日本大学 大学院教授・弁理士 加 藤   　浩 氏 
株式会社レクザム 生産本部 知財部長 国 重  秀 則 氏 
㈱テクノネットワーク四国（四国TLO）取締役 土 取  孝 弘 氏 
香川大学 客員教授・弁理士 山 内  康 伸 氏 

蘆パネリスト 

蘆モデレータ 

香川大学 客員教授・弁理士 蘆山 内  康 伸 氏 
日本大学 大学院教授・弁理士 蘆加 藤   　浩 氏 
株式会社レクザム 生産本部 知財部長 蘆国 重  秀 則 氏 
日亜化学工業株式会社 取締役法知本部長 蘆芥 川  勝 行 氏 



香川大学社会連携・知的財産センター 
〒７６１－０３９６　香川県高松市林町２２１７－２０ 
TEL（０８７）８６４－２５２２　FAX（０８７）８６４－２５４９ 
 E-mail  ccip@eng.kagawa-u.ac.jp 
URL　  http://www.kagawa-u.ac.jp/ccip/

日本弁理士会 四国支部 
〒７６０－００１９　香川県高松市サンポート２－１ 
高松シンボルタワー・サンポートビジネススクエア2階 

お問い合わせ 

〆切 5月21日（金）必着 ※当日の受け付けもしております。 

参 加 申 込 書 　 FAX送信番号 087-864-2549 （香川大学社会連携・知的財産センター） 

ご所属 お名前 電話番号 E-mail
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サンポート高松 

お申し込みの際は、下記の申込書に必要事項をご記入のうえ、FAXまたはE-mailにてご連絡くださいますようお願いします。 
ご記入いただく個人情報につきましては、今回のセミナーのみ使用し、これ以外の目的で利用することはありません。 

基調講演 

（13:00～13:10） 開会挨拶 
　一 井  眞比古 （香川大学 学長） 

（15:30～16:50） 

（16:50～17:00） 閉会挨拶 
　豊 栖  康 司 （日本弁理士会四国支部 四国支部長） 

パネルディスカッション 

「地域活性化・企業経営に活かす知的財産の使い方」 
パネリスト 芥 川  勝 行 氏 （日亜化学工業株式会社 取締役法知本部長） 
 板 原  啓 文 氏 （土佐市長） 
 加 藤   　浩 氏 （日本大学 大学院教授・弁理士） 
 国 重  秀 則 氏 （株式会社レクザム 生産本部 知財部長） 
 土 取  孝 弘 氏 （㈱テクノネットワーク四国（四国TLO） 取締役） 
モデレータ 山 内  康 伸 氏 （香川大学 客員教授・弁理士） 

平成22年度 大学等産学官連携自立化促進プログラム 

知的財産活用と 
企業経営 
― 四国のプロが語る！ 具体的な知財経営の中身 ― 

■ JR高松駅 ・・・・・・・・・・・・ サンポート高松内 
■ ことでん高松築港駅 ・・・ 徒歩２分 
■ 高松港 ・・・・・・・・・・・・・・・ サンポート高松内 
■ 高松中央IC ・・・・・・・・・・・ 車で約20分 
■ 高松西IC ・・・・・・・・・・・・・ 車で約20分 

■ サンポート高松地下駐車場 
　 （有料） 

交通アクセス 駐車場 

■第1部（13:10～14:10） 
 山 内  康 伸 氏 （香川大学 客員教授・弁理士） 
 山内特許事務所所長弁理士。香川大学客員教授。 
 平成１１年より日本弁理士会新人研修講師を務める。 

 「四国における知財の実情。 
   知的財産をどのように活かすか」 
 加 藤   　浩 氏 （日本大学 大学院教授・弁理士） 
 弁理士。薬剤師。 
 特許審査官、審判官、政策研究大学院大学（助教授）等を経て、2009年より現職。 

 「知財経営の現状と課題。 
   地域の特色をどのように活かすか」 
（ ■ 休憩10分 ） 

■第2部（14:20～15:20） 
 国 重  秀 則 氏 （株式会社レクザム 生産本部 知財部長） 
 Ｓ42年松下電器に入社し、30年間研究所で研究開発業務に従事した後、知財部門に代わり10年間 
 知財ライセンス業務を担当。　平成20年退職と同時に隆祥産業株式会社に入社、現在に至る。 

 「ブランドと意識改革」 
 芥 川  勝 行 氏 （日亜化学工業株式会社 取締役法知本部長） 
 ３５年以上に渡って、知財の権利化、権利判断、権利行使、ライセンスに携わり、 
 ２００８年現職へ。 

 「企業経営における知的財産活用事例」 
（ ■ 休憩10分 ） 
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